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詳
し
く
は
、
セ
ラ
テ
ク
ノ
土
岐
（
　
○59 

8
3
1
2
）
へ
ど
う
ぞ
。 

市
で
は
、
2
月
4
日（
日
）文
化

プ
ラ
ザ
・
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
、
平
成

18
年
度
市
功
労
者
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
本
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い

る
、
47
人
と
2
団
体
を
表
彰
す
る

と
と
も
に
、
3
人
と
1
団
体
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

被
表
彰
者
・
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
 

〈
　

敬
称
略
・
順
不
同
　

〉
 

  
 ■

公
平
委
員
 

水
野
元
之
、
奥
村
康
子
 

■
消
防
 

丹
　
均
、
土
本
典
良
、
尾
　
博
利
、

沓
名
康
夫
、
加
藤
紘
英
、
林
新
次
、

西
村
一
二
八
、
松
浦
伸
治
、
各
務

勝
哉
、
土
屋
和
宏
、
川
本
桂
志
、

近
藤
央
充
、
大
西
達
徳
、
可
知
井

大
策
、
中
島
薫
、
岡
嶋
伸
浩
、
中

嶋
誠
、
水
野
洋
一
、
田
中
直
貴
、

岡
島
英
治
、
　
山
良
和
、
中
嶋
満
、

中
島
順
二
、
水
野
統
文
、
　
橋
暢

宏
、
澤
田
甚
、
水
野
道
也
、
小
島

光
明
、
大
鋸
国
晃
、
奥
村
幸
一
、

加
藤
隆
明
、
溝
口
秋
政
 

■
保
護
司
 

早
野
正
好
、
佐
藤
昌
弘
、
金
津
保
、

安
藤
節
子
、
土
屋
節
子
 

■
産
業
 

加
藤
半
一
郎
、
齊
木
克
躬
 

■
林
業
 

加
藤
秀
太
郎
、
佐
分
利
 

■
交
通
安
全
 

渡
邉
俊
三
、
能
祖
一
雄
 

■
美
事
善
行
 

水
野
幸
江
、
安
井
直
子
、
筝
曲
寿

会
、
サ
ー
ク
ル
う
ぐ
い
す
 

   管
原
エ
リ
、
松
月
嘉
子
、
郡
山
美

恵
、
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協

力
会
 

     ■
日
時
 

3
月
12
日（
月
）〜
23
日（
金
）午
前
9
時
〜

午
後
5
時
 

■
場
所
 

2
階
展
示
ロ
ビ
ー
・
ホ
ー
ル
 

■
展
示
内
容
 

●「
美
濃
焼
の
あ
る
く
ら
し
」M

y

　Little 
Farm

〜
楽
し
く
育
て
て
、
お
い
し
く
食

べ
る
〜
（
室
内
菜
園
と
食
器
の
組
み
合
せ

の
提
案
）
 

●
デ
ザ
イ
ン
講
習
会
成
果
発
表
展
　
▽
新

商
品
開
発
デ
ザ
イ
ン
講
習
会
成
果
発
表
 

▽
商
品
イ
メ
ー
ジ
パ
ネ
ル
制
作
講
習
会
成

果
発
表
　
▽
無
鉛
絵
の
具
に
よ
る
上
絵
付

講
習
会
成
果
発
表
 

●
伝
習
生
作
品
展
示
 

●
甄
友
会
作
品
展
示
 

   ■
日
時
 

3
月
15
日（
木
）・
20
日（
火
）午
前
9
時
〜

午
後
9
時
 

■
場
所
 

2
階
デ
ザ
イ
ン
室
 

■
内
容
 

陶
磁
器
業
界
の
方
を
対
象
に
、
Ｃ
Ｇ
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
や
体
験
（
要

予
約
）
 

  ■
日
時
 

3
月
19
日（
月
）午
後
2
時
〜
4
時
 

■
場
所
 

2
階
大
研
修
室
 

■
演
題
 

●
鉛
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
溶
出
試
験
に
つ
い
て

●
マ
イ
ク
ロ
波
焼
成
炉
に
つ
い
て
 

●
セ
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
 

昨年度の展示より 



「
第
19
回
土
岐
市
織
部
の
日
記

念
事
業
」
の
一
つ
、
「
織
部
の
心

作
陶
展
」
の
審
査
が
、
1
月
23
日

（
火
）に
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

全
国
各
地
か
ら
2
4
0
点
が
寄

せ
ら
れ
、
審
査
委
員
・
鈴
木
藏
氏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
志
野
」
保

持
者
）
、
加
藤
幸
兵
衛
氏
（
美
濃

陶
芸
協
会
会
長
）
、
伊
藤
慶
二
氏

（
陶
芸
家
）
に
よ
る
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
大
賞
に

は
、
林
一
郎
さ
ん
（
駄
知
町
）
の

作
品
「
タ
・
タ
・
ラ
　
四
方
皿
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
上
位
入
賞
作
品
6
点
と

52
点
の
入
選
作
品
は
、
2
月
24
日

（
土
）か
ら
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で

一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。
 

  
■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
大
賞 

林
　
一
郎
（
駄
知
町
） 

「
タ
・
タ
・
ラ
　
四
方
皿
」 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
金
賞 

松
本
　
明
（
岡
山
県
備
前
市
） 

「
備
前
水
指
」 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
銀
賞 

坪
井
俊
憲
（
多
治
見
市
） 

「Feel

　G
ood

」 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
銅
賞 

青
木
益
枝
（
土
岐
津
町
） 

「
焼
〆
面
取
壷
」 

大
野
裕
之
（
岐
阜
市
） 

「
燐
」 

荒
川
知
津
子
（
春
日
井
市
） 

「
月
輪
」 

多
重
債
務
と
は
、
複
数
の
貸
金
業
者
か
ら
借
金
を
重
ね
て
い
る
状
況
を

い
い
ま
す
。
 

全
国
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
消
費
者
金
融
の

総
利
用
者
数
は
1
5
8
5
万
人
、
残
高
の
あ
る
利
用
者
は
、
１
3
9
9
万

人
に
上
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
4
社
以
上
の
消
費
者
金
融
か
ら
融
資
を
受
け

て
い
る
多
重
債
務
者
は
、
約
3
5
6
万
人
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
3
割

以
上
は
、
返
済
が
滞
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

多
重
債
務
に
な
り
悩
ん
で
い
る
場
合
で
も
、
解
決
の
方
法
は
必
ず
あ
り

ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
く
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
相
談
事
例
1
　
飲
食
代
や
生
活
費
の
た
め
に
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
る

う
ち
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
貸
金
業
者
な
ど
、
6
社
に
合
計
2
0
0
万

円
も
の
借
金
が
で
き
て
し
ま
い
、
弁
済
で
き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◆
相
談
事
例
2
　
リ
ス
ト
ラ
で
給
与
が
減
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
返
済
に
追
わ
れ
、
新
た
に
借
金
を
重
ね
る
う
ち
に
、
10
社
以
上
か
ら

1
千
万
円
を
超
え
る
借
金
に
な
っ
て
し
ま
い
困
っ
て
い
る
。
 

◆
ア
ド
バ
イ
ス
　
多
重
債
務
で
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
解
決
策

と
し
て
は
、
「
任
意
整
理
」、
「
特
定
調
停
」、
「
個
人
再
生
」、
「
自
己

破
産
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
方
法
で
解
決
で
き
る
よ
う
、
早
め
に

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

《
相
談
窓
口
》
 

●
岐
阜
県
弁
護
士
会
多
治
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

予
約
電
話
番
号
（
　
0
5
8
　

―
　

2
6
5
　

―
　

0
0
2
0
）
 

●
東
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

予
約
電
話
番
号
（
　
0
5
8
　

―
　

2
4
8
　

―
　

1
7
1
5
）
 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど
詳
し
く
は
、
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー（
　
0
5
8
　

―
　

2
7
7
　

―
　

1
0
0
3
）、
東
濃
振
興
局
振
興
課（
　

○23　
１
１
１
１
・
内
線
2
2
7
）、
市
役
所
環
境
課（
内
線
2
5
2
）へ
。
 

織
部
の
日
記
念
事
業
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
内
線

５
５
４
）
へ
ど
う
ぞ
。 



 



2
月
11
日
は
「
建
国
記
念
の

日
」
で
あ
り
、
伝
承
に
よ
れ
ば

神
武
天
皇
即
位
以
来
の
紀
元
2
 

6
6
7
年
で
あ
り
ま
す
。
 

神
武
天
皇
即
位
よ
り
百
有
余

年
に
し
て
、
イ
ン
ド
で
釈
迦
牟

尼
が
生
誕
さ
れ
、
菩
提
樹
下
で

悟
り
を
得
て
、
仏
教
が
生
ま
れ

た
の
と
時
を
同
じ
く
し
、
中
国

で
は
、
孔
子
が
活
躍
さ
れ
、
そ

の
教
え
に
よ
り
儒
教
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
東
洋
思
想
の

基
盤
が
出
来
上
が
っ
た
訳
で
あ

り
ま
し
て
、
2
5
0
0
有
余
年

前
と
い
う
時
代
は
、
注
目
す
べ

き
素
晴
ら
し
い
時
代
で
あ
っ
た

と
、
あ
ら
た
め
て
敬
服
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
後
、
約
5
0
0
年
後
に

キ
リ
ス
ト
教
が
生
ま
れ
、
さ
ら

に
６
０
０
年
ほ
ど
し
て
イ
ス
ラ

ム
教
が
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
連

綿
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
東
洋
・
西
洋
と

い
う
概
念
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
呼
称
し
て
お
り
ま
す
。
 

ア
ジ
ア
と
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
、

ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
そ
の
語
源
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
で
き
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
と
は
、
ア
ッ

シ
リ
ア
（
紀
元
前
18
世
紀
か
ら
前

7
世
紀
に
か
け
て
、
チ
グ
リ
ス
川

上
流
域
に
栄
え
た
王
国
）
の
碑
文

に
あ
る
a
s
u
（
日
、
出
ず
る
地
）

が
転
訛
し
て
a
s
s
i
a
に
な
り
、

そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
わ
っ
て
、

E
u
r
o
p
a
（
日
、
没
す
る
地
）

に
対
す
る
A
s
i
a
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

要
す
る
に
、
ア
ジ
ア
は
「
陽
の

昇
る
場
所
・
東
」
で
あ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
「
陽
の
沈
む
場
所
・
西
」

と
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。
 

し
か
し
、
古
く
ギ
リ
シ
ャ
人
か

ら
ロ
ー
マ
人
に
語
り
継
が
れ
た
こ

ろ
に
は
、
東
方
と
い
え
ば
、
せ
い

ぜ
い
、
強
国
ペ
ル
シ
ャ
や
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
（
東
方
文
化
と
融
合
し
、
普

遍
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

ギ
リ
シ
ャ
文
明
）
諸
国
の
シ
リ
ア

や
エ
ジ
プ
ト
ま
で
が
、
意
識
さ
れ

て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

時
は
下
っ
て
、
13
世
紀
か
ら
14

世
紀
に
か
け
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

共
和
国
の
商
人
で
あ
り
、
旅
行
家

で
も
あ
っ
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
、

中
国
の
元
朝
の
首
都
・
大
都
（
北

京
）
を
訪
れ
、
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
に

仕
え
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
内
を
旅
行

し
、
そ
の
体
験
を
「
東
方
見
聞
録
」

に
著
し
ま
し
た
。
こ
の
書
物
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
東
ア
ジ
ア
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
後
の
大
航
海

時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

と
も
に
、
中
世
に
お
け
る
ア
ジ
ア

観
を
一
変
さ
せ
た
と
い
わ
れ
、
世

界
史
の
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
東
方
見
聞
録
に
は
、
日

本
の
こ
と
を
「
黄
金
の
国
ジ
パ
ン

グ
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
奥
州
藤
原
氏
が
対
中
国
交
易

を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
泉
・

中
尊
寺
の
金
色
堂
の
う
わ
さ
を
聞

い
て
、
想
像
し
書
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
フ
ァ
ー
・
イ
ー

ス
ト
（
極
東
）
と
い
わ
れ
る
東
の

果
て
の
日
本
に
、
神
秘
的
な
魅
力

と
関
心
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

こ
う
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
、

ま
さ
に
わ
が
国
は
「
日
、
出
ず
る

国
・
日
本
」
で
あ
り
、
白
地
に
真
っ

赤
な
太
陽
の
輝
く
日
章
旗
ほ
ど
、

日
本
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
は
ほ

か
に
な
く
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
簡

素
で
清
潔
感
溢
れ
る
感
覚
は
、
日

本
人
の
誇
り
で
あ
る
と
「
建
国
記

念
の
日
」
に
想
う
こ
と
頻
り
で
あ

り
ま
す
。
 

さ
て
、
最
近
ア
ジ
ア
の
経
済
成

長
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

特
に
、
日
本
・
韓
国
・
台
湾
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
の
先
行
諸
国
を
追
い
越
す

勢
い
で
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
が
、
急
成
長
を
遂

げ
つ
つ
あ
り
、
4
大
文
明
に
数

え
ら
れ
る
古
代
イ
ン
ド
の
イ
ン

ダ
ス
文
明
と
、
古
代
中
国
の
黄

河
文
明
の
興
隆
を
髣
髴
さ
せ
る

よ
う
に
、
世
界
的
に
ア
ジ
ア
が
、

再
認
さ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
来

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
 

天
然
資
源
の
少
な
い
日
本
は
、

人
こ
そ
最
大
の
資
源
で
あ
り
、

科
学
技
術
創
造
立
国
と
か
、
知

的
財
産
権
立
国
が
、
国
是
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
か
ん
が

み
、
こ
の
地
域
が
、
人
類
永
遠

の
福
祉
と
繁
栄
の
重
要
な
研
究

拠
点
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。
 

人
類
永
遠
の
幸
福
の
為
に
、

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

 

し
ゃ
か

む 

て
ん
か 

ア

ス 

エ

ウ

ロ

ー

パ

ー

 

し
き 

ほ
う
ふ
つ 

ぼ
だ
い 

に 







陶器祭り実行委員会では、　4　月21日
（土）・22日（日）に開催予定の「ＴＯＫＩ－
陶器祭り」に出店参加していただける
企業・団体・個人を募集しています。 
陶磁器の販売、飲食サービス、日用

品販売など、多数の出店参加をお待ち
しています。 
なお、一部有料、一部出店できない

品目がありますので、同実行委員会へ
お問い合わせください。詳細は、出店
参加者に後日連絡します。 
◆申し込み　　3　月　1　日（木）までに、
ＴＯＫＩ－陶器祭り実行委員会（土岐
商工会議所内　　○54　1131・FAX○54　1188） 
へお申し込みください。 
詳しくは、同実行委員会へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　3　月10日（土）午後　1　時30分～
　3　時30分 
◆場所　市総合公園・野外ステージ 
（雨天の場合は、ウッディドーム） 
◆定員　50人程度 
◆内容　　実演「しつけの実際」　　愛
犬に関する質問 
申し込みなど詳しくは、東濃保健所

生活衛生課（　○23　1111・内線357）へ
どうぞ。 

●クラブ作品展示会 

◆日時　　　3　月　1　日（木）午後　1　時～　4　時
30分　　　3　月　2　日（金）午前　9　時30分～
午後　4　時 
◆場所　文化プラザ 
◆展示内容　　ルナホール＝絵画、園
芸、短歌、俳句、手芸、陶芸、パソコン
　展示室＝書道 
●クラブ活動紹介 
◆日時　　3　月　2　日（金）午後　2　時～　2　時
30分 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆紹介内容　短歌、ゲートボール、園
芸、囲碁、絵画、書道、俳句、陶芸、
パソコン 
●クラブ発表会 

◆日時　　3　月　2　日（金）午後　2　時30分～
　4　時 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆発表内容　健康体操、詩吟、民踊、
手芸、コーラス 
詳しくは、生涯学習課公民館係へど
うぞ。 
 
 
 
 
◆制定の経緯　近年、岐阜県内におけ
る産業廃棄物の不適正事案の中には、
フェロシルトをはじめとする土砂など
の埋め立て等を装った事案があり、周
辺住民に土壌汚染、土砂などの崩落等
による災害発生の不安を与えました。
こうしたことから、廃棄物に該当する
か否かを問わず、埋め立てそのものに
ついて、新たな規制を設けることとな
りました。 
◆目的　土壌の汚染および発生を未然
に防止し、もって、県民の生活環境を
保全するとともに県民の生活の安全を
確保するため、土砂などの埋め立て等
に関し必要な規制を行います。 
◆施行　平成19年　4　月　1　日 
詳しくは、県環境生活部廃棄物対策
課（　058-272-1111・内線2712）へ。 

◆日時　　3　月　4　日（日）午後　1　時30分～
　3　時30分（午後　1　時開場） 
◆場所　ミュージアム中仙道 
◆演題　「どうなる！？21世紀のエネ
ルギー～石油資源と私たちの未来～」
◆講師　永田安彦氏（（財）日本エネル
ギー経済研究所研究主幹） 
◆参加費　無料 
◆その他　当日は、瑞浪駅から会場ま
での無料シャトルバス（午後　0　時50分、
　1　時15分発）を運行します。 
詳しくは、東濃地科学センター地域

交流課（　○66　2244）へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　3　月　4　日（日）午後　1　時～　3　時 
◆場所　瑞浪市産業振興センター 
◆内容　自主的に活動を行う市民グル
ープ（県が認め支援している事業）の
　1　年間の活動成果報告。例：中心商店
街再生、地歌舞伎保存、音楽によるま
ちおこしなど 
詳しくは、東濃振興局振興課（　○23　

1111・内線211）へどうぞ。 

　1　月28日（日）に、モンデウス飛
騨位山スノーパークで市民総合体育
大会・スキー競技が行われ、駄知町
と肥田町が優勝を分け合いました。 
結果は、次の通りです。 

①駄知町・ 
　肥田町 
③土岐津町 
④妻木町 
⑤鶴里町 
⑥泉町 



◆募集職種　①職員　②嘱託員（任期：
　4　月　1　日～平成20年　3　月31日、　1　年ご
とに更新する場合あり） 
◆募集人員　①②とも　1　人 
◆資格　①昭和42年　4　月　2　日以降に生
まれ、発掘調査経験を　3　年以上有し、
学芸員の資格所有（見込み）者　②昭
和52年　4　月　2　日以降に生まれ、文化財
発掘調査などに興味があり、学芸員の
資格所有（見込み）者 
◆試験　①　1　次試験（教養・専門・作
文）＝　3　月10日（土）午前　9　時30分～、
　2　次試験（実技・面接）＝　3　月下旬
②試験（作文・面接）＝　3　月　3　日（土）
午前　9　時～ 
※会場は、①②とも文化プラザ 
◆給料　①159,700円（大学卒）　②
167,400円（期末手当などの諸手当は、
支給されません） 
◆受験の手続き　受験申込書・指定補
助用紙（文化振興課で交付）・市販の
履歴書に必要事項を記入の上、学芸員
資格取得（見込み）証明書・最終学校
卒業証明書（②は不要）を添えて、文
化振興課へ提出してください。 
◆締め切り　①　3　月　5　日（月）　②　2　月
28日（水） 
詳しくは、文化振興課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆対象　　4　月から新　2　・　3　年生になる
市内の小学生 
◆定員　15人程度 
◆年会費　　1　万円 
 
◆日時　　3　月　4　日（日）午前10時～正午
※雨天の場合は、　3　月10日（土） 
◆場所　市総合公園テニスコート 
詳しくは、市ジュニアソフトテニス

クラブ・松本さん（　○57　6357）へどう
ぞ。 

◆募集人員　　1　人程度 
◆資格　保健師免許・普通運転免許を
有する59歳までの方 
◆任期　　4　月　1　日～平成20年　3　月31日 
◆勤務時間　午前　8　時30分～午後　5　時
15分までのうちの　6　時間 
◆賃金　日額8,040円 
◆採用方法　面接（経験者優遇） 
◆手続き　市販の履歴書に必要事項を
記入の上、　3　月　9　日（金）までに、保
健センターへ提出してください。 
詳しくは、保健センターへどうぞ。 
 
 
 
 
地域での、スポーツやレクリエーシ

ョンの普及・振興のため、小中学校の
体育館を学校教育に支障の無い範囲で、
市民の皆さんに開放します。 
◆利用資格　市内に在住・在勤・在学
する方が10人以上で構成する市内の団
体（団体登録申請書の提出が必要です）。
ただし、営利目的（月謝などの対価を
得るため）では使用できません。 
◆利用期間　　5　月　1　日～平成20年　4　月
30日（　3　カ月ごとに継続申請が必要） 
◆申し込み　スポーツ振興課で交付す
る申請書に必要事項を記入し、　3　月15
日（木）までに同課へ提出してください。 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 

◆申し込み　市営球場ナイター使用許
可申請書（スポーツ振興課・各支所で
交付）に必要事項を記入し、はがき
（通知用）を添えて、　3　月15日（木）ま
でにスポーツ振興課へ提出してくださ
い。使用日などは、後日はがきで通知
します。 
※決定した後で、空いている日があれ
ば、直接申し込みを受け付けます。 
 
 
 
 
 
また、総合公園野球場は、翌月の申
し込みを当月の第　2　日曜日午後　1　時30
分～　2　時に同公園管理事務所で受け付
けます。利用日時が重複した場合は、
抽選により決定します。 
詳しくは、同公園管理事務所（　○57　
3645）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　　3　月11日（日）午前　9　時（東濃
西部総合庁舎集合） 
◆行き先　　中部国際空港（常滑市）
　博物館「酢の里」（半田市）　　え
びせんべいの里（美浜町） 
◆定員　40人（応募者多数時は抽選） 
◆参加費　無料（昼食代などは、参加
者負担） 
◆申し込み　往復はがきに住所・氏名・
年齢・電話番号を記入の上、　2　月23日
（金）までに、東濃振興局産業労働課
（〒507-8708　多治見市上野町5-68-1）
へ郵送してください。 
※はがき　1　枚につき、　2　人まで申し込
みができます。ただし、　2　人の住所・
氏名・年齢・電話番号を記入してくだ
さい。返信用のあて名には、代表者の
住所・氏名を記入してください。 
詳しくは、東濃振興局産業労働課
（　○23　1111・内線222）へどうぞ。 



  19日（月） 午後　1　時～　3　時40分  市役所　3　階・第　1　会議室   ※要予約 

  毎週火曜日 午後　1　時～　4　時 
   

  14、28日（水） 午後　1　時～　3　時 

  14日（水） 午後　1　時30分～　3　時 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 
   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  毎週月曜日 午前　9　時～正午 

  14日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 
   　5　時15分 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひ だ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時  教育相談室・浅野教室（　○55　8555）   13日（火） 午後　7　時～　9　時 

 

妊婦さん  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年11月16日～30日生まれ 

平成18年12月　1　日～15日生まれ 

 

毎週木曜日 

　3　月13日（火） 

　3　月20日（火） 

　3　月　6　日（火） 

　3　月27日（火） 

　3　月　9　日（金） 

　3　月16日（金） 

　3　月　5　日（月） 

　3　月12日（月） 

　1　日～15日生まれ 

16日～31日生まれ 

下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 

土岐津・泉地区 
 

該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 

土岐津・泉地区 

下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
 
土岐津・泉地区 
 

 
平成18年 
10月生まれ 
 
 
平成17年 
　8　月生まれ 
 
 
平成16年 
　2　月生まれ 
 
 
平成17年 
　2　月生まれ 

平成15年 
　2　月生まれ 
平成15年 
　8　月生まれ 
平成16年 
　8　月生まれ 

 

午前　9　時～11時30分  
 
 

午後　0　時45分～　1　時  
 
 
 
 
 
 

午後　0　時45分～　1　時  
 
 
 
 
 
 
 
午前　9　時30分～10時30分 
 
 
 
午後　1　時30分～　1　時50分 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

持ち物：妊娠届出書  
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票 
 
 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票（　1　歳　6　カ

月児健診と　3　歳児
健診のみ必要） 

　　　　歯ブラシ（　2　歳児
歯科健診のみ必要） 

※ご希望によりフッ化物塗
布を行います。 
料　金：500円  
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 
 
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（とき陶生苑隣・駄知診療所併設　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 

　3　月の診療日：　4　日（日）・11日（日）・18日
（日）・21日（水・祝）・25日
（日） 

診療時間：午前　9　時～午後　6　時 
 （受け付けは、午後　5　時30分まで） 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

　3　月　6　日（火）  
 
　3　月27日（火） 

　3　月12日（月） 

　3　月23日（金） 




